
－１７－

基
本
研
修

講師・助言者等会場研　　修　　内　　容期　日区分 曜月／日

県教委教育長
県立学校教員
総務課職員
学校教育課職員
特別支援教育室職員
総合教育センター職員

総
　
合
　
教
　
育
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

研修オリエンテーション
講話
　「１０年目教職員への期待」
説明
　「とちぎ教育振興ビジョン（三期計画）」
【高等学校】
講話
　「発達障害のある生徒への支援」
【特別支援学校】
講話
　「発達障害の理解」
【高等学校】
　「教科指導の工夫・改善I」
　　・教科指導における今日的課題
　　・教科別分科会年間計画の説明
　　・学習指導要領の理解
　　・課題研究の進め方
【特別支援学校】
　「学習指導の工夫・改善Ⅰ」
　　・学習指導における今日的課題
　　・学習指導要領の理解
　　・教科別分科会年間計画の説明
　　・課題研究の進め方

木５／１７

第
　
１
　
日

各学校職員
所
属
校

公開授業Ａ
課題研究テーマ設定６月中

第
２
日

県立学校教員
教職員課職員
学校教育課職員
総合教育センター職員

総
　合
　教
　育
　セ
　ン
　タ
　ー

講話
　「教育関係法規」
【高等学校】
　「教科指導の工夫・改善Ⅱ」
　　・公開授業のビデオによる授業研究
　　・課題研究内容の検討
【特別支援学校】
　「特別支援学校における、子ども理解・保護者理解」

月７／２３

第
　
３
　
日

教職１０年目研修（高等学校、特別支援学校） 

平成２４年度
基　本　研　修区 分
２１０５１６研修コード

栃木県総合教育センター
研　修　部

TEL ０２８－６６５－７２０２
事業主管

１　目　　的　　教職１０年目の段階に即応した教育に関する知識・技能・態度等を身に付け、教員とし
ての資質の向上を図る。

２　対　　象　　高等学校、特別支援学校の教職１０年目に該当する教員

３　研修時間　　９：３０～１６：００　（受付　９：００～９：３０） 

４　研修内容等　 ※とちぎ教育振興ビジョン（三期計画）を毎回持参してください。



－１８－

基
本
研
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講師・助言者等会場研　　修　　内　　容期　日区分 曜月／日

大学等職員
学校教育課職員
総合教育センター職員

総
　
合
　
教
　
育
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

講話
　「児童・生徒指導の意義とその在り方」
児童・生徒指導、ホームルーム・学級経営に関する研修
Ａコース
　「保護者理解

～“気になる保護者”とのつながりを求めて～」
Ｂコース
　「コミュニケーション能力の向上

～アサーショントレーニング～」
Ｃコース
　「カウンセリングをいかした生徒指導の実際

～効果的なほめ方・叱り方～」

金７／２７

第
　
４
　
日

県立学校教員
学校教育課職員
総合教育センター職員

【高等学校】
　「教科指導の工夫・改善Ⅲ」
　　・指導と評価の在り方
　　・教科経営の在り方

金８／１０
第
　
５
　
日 【特別支援学校】

　「学習指導の工夫・改善Ⅱ」
　　・課題研究（公開授業の実践を含む）の経過発表
　　・指導内容・方法の工夫・改善

金８／２４

各活動場所担当者

各
研
修
場
所

社会体験等研修
　下記の中から一つ選択
　○福祉施設体験
　○民間企業体験
　○生涯学習関連施設体験
　○ボランティア活動体験

夏
季
休
業
中

第
　
６
　
日

県立学校教員
総務課職員
学校教育課職員
総合教育センター職員

総
　合
　教
　育
　セ
　ン
　タ
　ー

講話
　「人権を尊重した教育活動の展開」
【高等学校】
　「教科指導の工夫・改善Ⅳ」
　　・課題研究内容の検討
　　・情報機器を活用した指導法の工夫
　　・中高連携の在り方
【特別支援学校】
　「学習指導の工夫・改善Ⅲ」
　　・課題研究（公開授業の実践を含む）の経過発表
　　・指導内容・方法の工夫・改善

木９／２０

第
　
７
　
日



－１９－
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講師・助言者等会場研　　修　　内　　容期　日区分 曜月／日

各学校職員各
　
研
　
修
　
場
　
所

異校種体験研修
・異校種における保育、学習指導、幼児・児
童・生徒指導、学校・学年・学級・ホーム
ルーム経営の理解

 
９月～

１２月

第
　
８
　
日

各研修担当者

選択研修

Ｐ２３を必ずお読みください。
６月～

１２月

第
　
９
　
日

民間人
県立学校教員
学校教育課職員
総合教育センター職員

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

【高等学校】
　「教科指導の工夫・改善Ｖ」
　　・課題研究成果発表会
　　・研修自己評価
【特別支援学校】
　「学習指導の工夫・改善Ⅳ」
　　・課題研究成果発表会
　　・研修自己評価
講話
　「今、教員に求められるもの」

月１／７

第
　
　
　
日

１０



－２３－

基
本
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選択研修について（高等学校、特別支援学校）

　初任者研修、教職２～５年目研修、養護教諭２～５年目研修、学校栄養職員２～５年目研修、教
職１０年目研修及び教職２０年目研修においては、それぞれの研修の１日を、受講者が自主的・主体的
に選ぶ選択研修としています。これは、受講者が自らの能力、適性等に応じて、主体的に各種研修
や研究大会等に参加することにより、教職員としての資質や専門性の向上を図ることを目的として
います。

１　研修期日
○　教職２～５年目研修、養護教諭２～５年目研修及び学校栄養職員２～５年目研修

２年目４月から４年目３月までの期間に１日実施する。
○　初任者研修、教職１０年目研修及び教職２０年目研修

６月から１２月までの期間に１日実施する。

２　選定要件
（１）自主的・主体的に選んで参加するもので、次の機関または団体等が主催する研修及び研究大

会等。
ア）栃木県総合教育センター

・開催要項に示されている研修のうち、専門研修２、専門研修３、生涯学習研修より
選択する。

イ）栃木県教育委員会
ウ）宇都宮大学及び宇都宮大学教育学部附属幼稚園・小学校・中学校
エ）栃木県高等学校教育研究会
オ）栃木県連合教育会

（２）受講者の能力、適性等の向上に役立つと校長が判断した場合、（１）の機関または団体等以外が
主催する研修も認める。ただし、原則として県内のものとする。

（３）選択する研修は、半日以上のものとする。研修及び研究大会等が２日以上開催される場合、
全日程に参加することが条件である。

◎　留意点
（１）受講者は、校長と協議の上、選定してください。
（２）総合教育センターにおける研修の期日との重複を避けてください。
（３）教職２～５年目研修、養護教諭２～５年目研修、学校栄養職員２～５年目研修においては、各自

が設定した「自主研修の目標」との関連に留意してください。
（４）詳細については、それぞれの研修で説明いたします。なお、総合教育センター主催の専門研修２
（希望研修）については、受講管理の都合により、それぞれの研修の第１日より受講申込みの締切
りが早く設定されておりますので、専門研修２（希望研修）を選択する場合は、申込み期限に注
意してください。


